
『全アジアの情報産業界の発展に寄与し、勝ち得た成功の恩恵を従業員で分かち合えること。
また、その一部を世界平和の為に還元できるグローバル企業であること。』これは弊社のフィロソフィーの一つです。

地域社会とともに持続的に成長、発展し、社会から認められたエクセレントカンパニーを実現するため、
たとえ小さなことでもまず行動し、その行動を継続することが重要だと考え、積極的に社会貢献活動を推進しています。

ダイバーシティ

エーエルジェイグループの社外広報誌「エーエルジェイグループ ジャーナル」

ALJ Groupのビジネスモデルは、ダイバーシティとグローバリゼーションを組
み込んだ独自のビジネスモデルです。
国籍・性別・年齢を問わず、能力ある人材を採用し、平等に評価される組織づ
くりを目指しています。「エンジニアファースト」を掲げ、働きやすい環境づく
りも進めています。教育面では未経験者にIT研修を行い、業界で活躍できる
人材育成を行っています。

独自のビジネスモデル

社員の働きがい

●Work Life Priority
人生のライフイベントに合わせ、働き方を変えたり、休暇を取ったりしながら
企業と共に歩み続けるサステナブル・キャリアという考え方を推奨しています。
各々の社員が今一番優先すべき事柄において集中できる仕事環境を実現し
ていく。これをALJでは“Work Life Priority”（仕事と生活の優先順位）とし
て支援しています。

●キャリア支援
各社員のキャリア管理は、上長や担当者だけでなく、第三者的な視点からも
必ずチェックが行えるよう人事部主導による透明性を重視した個別面談を
定期的に実施しています。

●就業環境改善
社員の安全と健康を確保し、快適な職場環境の形成を促進することを目的と
して専門の産業医と顧問契約をしております。産業医と共に勤務状況の
チェックを行い、長時間労働者には医師の指導の下、対象社員へのストレス
チェックを義務化し業務改善の指示を行うなどの健康増進サポートを全社
的に取り組んでおります。

●外国籍エンジニアの積極的な活用
ダイバーシティへの取り組みの一環として、外国籍エンジニアの積極的な活
用に取り組んでいます。ミャンマー現地での採用や、優秀な人材が日本で
キャリアを積む事をサポートするサービス“ALJ GLOBAL Career”を運営
しております。

●女性の活躍（JISAダイバーシティ戦略）
国内有数の同業者組合が運営するダイバーシティ戦略に賛同し、女性が結
婚・出産してからも働ける環境を用意し、女性活躍を推進しております。

●シニア層の活用
国内の経験豊富なシニア層エンジニアがスキルを生かせるフリーランスサービ
スを運営しております。スキルを生かし、プロジェクトリーダーやマネー
ジャーとして、後輩エンジニアを育てる立場をお任せするなど、弊社とシナ
ジーを生み出せる場で活躍していただいております。

～SDGsとCSR～
ALJのサステナビリティ

寄付金援助活動

毎年、各種慈善団体を通じて、国内災害、介護福祉、児童福祉などへの寄付
金援助活動を全社員で取り組んでおります。

ボランティア活動

夏には江ノ島の海岸、年末には本社のある新宿三丁目の清掃ボランティアを
行うことが恒例となっております。過去には被災地でのボランティア、富士
山の清掃活動など様々なボランティア活動を行なっています。

ECOグッズ企画制作

資源の有効活用や、海洋プラスチック問題に取り組むため、毎年期首にエコ
バッグや携帯ストロー、タンブラーなど日常で繰り返し使え、ゴミの削減に
繋がるグッズを企画制作し、ノベルティとして全社員に配布しております。

未来のIT人材の確保に向け、学生向けに無料のITセミナーを開いたり、他業
界からの転職者に業界の基礎やIT教育を行い、活躍できる人材を育ててい
ます。また、高度人材を含む東南アジアからの人材の受け入れを現地の教育
機関と提携し、教育から日本での実践投入までも一貫して実施しています。

IT教育

グローバリゼーションと
ダイバーシティを
 ALJが推進する理由

株
式
会
社 

エ
ー
エ
ル
ジ
ェ
イ 
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釘
嶋 

博
之

“BLUE SANTA” 江ノ島ゴミ拾い地域美化清掃ボランティア カンボジア井戸寄贈

布マスク・
マスクケース(2020)

マルチカバー・
携帯ストロー(2019)

ECOグッズ企画制作
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創
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た「
全
て
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
平
等
に
評
価
さ
れ
チ
ャ 

レ
ン
ジ
が
出
来
る
会

社
を
創
り
た
い
!
」と
い
う
想
い
は
確
固
た
る
も

の
で
し
た
。

―
海
外
に
オ
フ
シ
ョ
ア
会
社
を
設
立
し
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
。

　
起
業
当
初『
創
業
10
年
、社
員
数
1
0
0
名
、

売
上
高
10
億
』と
い
う
営
業
ら
し
い
語
呂
の
良
い

目
標
を
掲
げ
、
業
界
の
激
動
の
変
化
の
中
で
も

時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
変
化
し
な
が
ら
、毎
年

10
%
前
後
の
順
調
な
成
長
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、2
0
1
2
年
、日
本
の
問
題
か
ら
な
る
社

会
構
造
の
変
化
が
加
速
す
る
最
中
、想
像
し
て

い
た
よ
り
も
相
当
早
く
、こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
は
通
用
し
な
く
な
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
は
2
0
1
0
年
頃
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
と
同
時

に
日
本
経
済
の
低
迷
に
よ
り
、以
前
は
沢
山
出

稼
ぎ
に
来
て
い
た
中
国
人
や
韓
国
人
、イ
ン
ド
人

の
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
達
が
日
本
か
ら
消
え
て
ゆ

き
ま
し
た
。そ
し
て
、日
本
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
自

体
も
極
端
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た

の
で
す
。

　
自
己
研
鑽
も
含
め
て
2
0
1
3
年
か
ら
1
年

ほ
ど
か
け
て
、米
国
や
ア
ジ
ア
各
地
を
訪
れ
、直
接

自
分
の
目
で
見
渡
し
た
時
、業
界
も
日
本
の
働
き

方
も
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る
と
痛
感
し
危
機
感

を
覚
え
ま
し
た
。日
本
の
業
界
構
造
を
変
え
る
た

め
に
は
、ま
ず
は
自
分
の
会
社
を
根
本
的
に
変
え

な
く
て
は
い
け
な
い
。こ
れ
ま
で
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構

造
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
会
社
を
成
長
さ
せ
て
い

く
の
で
は
な
く
、次
世
代
型
の
多
様
性
と
広
が
り

を
持
た
せ
た
W
E
B
型
の
組
織
モ
デ
ル
へ
と
シ
フ

―
ま
ず
は
、
会
社
の
成
り
立
ち
か
ら
お
聞
き
し

ま
す
。
A
L
J
は
2
0
0
6
年
4
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
設
立
に
至
っ

た
の
で
す
か
?

　

2
0
0
0
年
代
初
期
の
I
T
バ
ブ
ル
も
終
わ
る

頃
、別
業
界
で
営
業
職
を
経
験
し
た
後
、エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
I
T
ベン
チ
ャ
ー
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
そ
の
当
時
の
I
T
業
界
は
、そ
れ
以
前
の
3
、

40
年
の
間
に
、建
築
業
界
の
よ
う
な
縦
割
り
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
型
構
造
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、最
新
技

術
を
扱
っ
て
い
る
業
界
で
あ
り
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
と
て
も
古
く
、閉
塞
感
の
あ
る
も
の
で

し
た
。日
本
は
世
界
に
誇
れ
る
高
度
な
技
術
を

持
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、最
先
端
の
サ
ー

ビ
ス
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
何

重
に
も
重
な
る
上
司
へ
の
承
認
作
業
が
必
要
で
、

ま
た
出
る
杭
は
打
た
れ
る
よ
う
な
慣
習
で
し
た
の

で
、今
の
日
本
経
済
の
衰
退
は
必
然
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
、こ
の
時
期
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
I
T
サ
ー
ビ
ス
が
急

速
に
欧
米
の
も
の
に
置
き
換
わ
っ
て
ゆ
く
の
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
垣
間
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
激
動
の
最
中
、A
L
J
を
起
業
し
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
力
強
く
発
信
し
て
い
る「
こ
の
業
界
構

造
を
変
え
た
い
！
」と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
つ
ま
で
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
の
で
す
。目
が

覚
め
る
思
い
で
し
た
。そ
こ
で
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
組
み
込
ん
だ
次
世
代

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
、A
L
J
グ
ル
ー
プ

構
想「
新
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
」を
創
出
し
、加
え
て
独

自
の
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
を
築
い
て
い
け
る
新
し
い
仕
組

み
作
り
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。我
々
は
こ
れ
を

価
値
共
創（
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）の
同
志
群

戦
略
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

―
そ
う
し
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
組
み
込
ん
だ
同
志
群
戦
略
を

始
め
た
の
で
す
ね
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
と
し
て
は
、2
0
1
4
年
に

A
L
J
初
の
海
外
拠
点
と
し
て
ミ
ャン
マ
ー（
ヤ
ン
ゴ

ン
）でA

LJ M
yanm

ar

（
以
下
、A
L
J
M
M
）

と
い
う
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

国
内
有
数
の
同
業
者
組
合
が
運
営
す
る
ダ
イ

バ
ー
シ
ティ
戦
略
に
賛
同
し
、女
性
活
躍
推
進
の
た

め
、福
利
厚
生
を
整
え
ま
し
た
。結
果
、当
時
業
界

の
中
で
も
珍
し
く
、女
性
社
員
が
30
％
以
上
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、経
験
豊
富
な
シ
ニ

ア
が
ス
キ
ル
を
生
か
す
事
の
で
き
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
を
作
り
、副
業
促
進
な
ど
就
業
機
会
の
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。

―
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
選
ん
だ
の
は
何
故
で
す
か
？

　
東
南
ア
ジ
ア
の
様
々
な
国
を
調
査
し
た
中
で
、

ミ
ャン
マ
ー
は
仏
教
国
で
あ
る
こ
と
や
、日
本
人
と

近
い
感
覚
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、若
年
層
の
人
口
が

今
後
10
年
益
々
成
長
し
そ
う
で
あ
る
こ
と
、親
日
家

が
多
く
勤
勉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
候
補
に
上
が

り
ま
し
た
。た
く
さ
ん
良
い
点
が
あ
り
ま
す
が
、最

も
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
東
南
ア
ジ
ア
の
新
興
国
の

中
で
も
治
安
が
圧
倒
的
に
良
い
と
い
う
理
由
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。日
本
と
ミ
ャン
マ
ー
の
国
民
性
を
考
慮
し

2
0
1
4
年
に
A
L
J
M
M
を
オ
フ
シ
ョ
ア
拠
点

第一号
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
か
ら
は
日
本
国
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
体
制
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、ALJ GLO

BAL 
Career

と
い
う
日
本
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た
い

と
考
え
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
向
け
の
I
T
人
材
サ

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、現
在
多
く
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
が
社
員
と
し
て
日
本
で
働
い
て
い
ま

す
。更
な
る
拡
充
を
目
的
と
し
、次
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
設
立
を
予
定
し
て
い
ま

す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
親
日
家
が
多
く
、人
口
ボ
ー

ナ
ス
に
お
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
断
ト
ツ

で
す
。
30
年
後
に
は
人
口
が
3
億
人
を
超
え
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
成
長
が
楽
し
み
な
国
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
てA

LJ 
Indonesia

を
早
期
に
成
功
さ
せ
た
い
思
い
が
あ

り
、着
々
と
計
画
進
行
中
で
す
。

業
界
構
造
を
変
え
た
かっ
た

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
か
ら
︑

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ルの
構
築

2
0
0
6
年
の
創
業
か
ら
延
べ
15
年
以
上
に

も
渡
る
企
業
活
動
の
中
で
、ワ
ー
ク
シ
フ
ト
か

ら
な
る
労
働
環
境
の
整
備
や
外
国
籍
社
員
の

積
極
採
用
、2
0
2
1
年
以
降
に
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
海
外
法
人
2
社
目
を
設
立
予
定
等
、

A
L
J
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
理
由
つ
い
て
ト
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

株式会社エーエルジェイ  代表取締役社長 

釘嶋 博之 Kugishima Hiroyuki

グローバリゼーションと
ダイバーシティを

【略歴】 
2000年、ITベンチャー企業にエンジニアとして入社。2003年、マネージャー就任。
2004年、執行役員と歴任し、技術部門、営業部門、人事部門、経営部門と全社の経営
戦略・事業戦略に中核メンバーとして幅広く携わる。
2006年より、アドバンスト・リンク有限会社（現 株式会社エーエルジェイ）設立、
代表取締役社長 兼 CEO就任（現任）。
2013年3月、市場調査・自己研鑽の機を得て、アメリカ、アジア諸国（7か国）を
1年ほどかけ歴訪。帰国後、ALJグループ構想「新10年ビジョン」を立ち上げる。
2014年4月、ALJ Myanmar Co.,Ltd.設立、Chairman就任（現任）。
2015年10月、ALJ Education Plus株式会社設立、取締役就任（現任）。
2016年4月、ミャンマー法人STUDY & WORK JAPANと事業提携、
Executive Adviser就任（現任）。
2020年5月、ALJ DXTech設立、取締役就任（現任）。
ALJグループ構想「新10年ビジョン」実現に向け、次世代のビジネスモデルを自ら
プロデューサーとして奔走する傍ら、近年においては後進の育成にも積極的に携わり、
ALJ Group CEOとして果敢に挑戦を続けている。

﹁
皆
が
平
等
で
公
平
誠
実
な
組
織
づ
く
り
を
﹂

ALJが推進する理由

﹁
皆
が
平
等
で
公
平
誠
実
な
組
織
づ
く
り
を
﹂

―
W
E
B
型
の
組
織
を
実
現
す
る
た
め
に
行
な
っ

て
い
る
取
り
組
み
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

　
ま
ず
は
、エ
ン
ジ
ニ
ア
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
て
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
全
部
門

で
話
し
合
い
ま
し
た
。並
行
し
て
、就
業
規
則
の

見
直
し
や
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
導
入
、本
社
オ
フ
ィ

ス
の
全
面
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
な
ど
、準
備
に
1

年
程
度
か
か
り
ま
し
た
が
、第
一
段
階
と
し
て
は

満
足
の
行
く
レ
ベ
ル
で
ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
実
験
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、テ
レ
ワ
ー

ク
は
時
間
や
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
多
様
な
働
き
方

が
可
能
で
す
。そ
の
一
方
で
、社
員
同
士
が
自
由
に

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る
場
所
を
作
り
た
い
と
、

思
い
切
っ
て
本
社
を
全
面
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
し

ま
し
た
。明
る
く
自
由
な
空
間
作
り
を
目
指
し
、

大
型
モ
ニ
タ
ー
付
き
の
ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
を
造
っ

た
り
、漫
画
や
ゲ
ー
ム
を
置
く
こ
と
に
よ
り
社
員

同
士
が
自
然
と
会
話
が
弾
む
よ
う
な
空
間
作
り
を

進
め
て
い
ま
す
。固
定
席
が
な
い
こ
と
で
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
自
由
な
編
成
も
可
能
に
な
り
ま
し

た
。将
来
的
に
は
、海
外
が
拠
点
の
社
員
が
日
本

に
来
た
り
、日
本
の
社
員
が
海
外
に
行
っ
た
り
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
人
が
必
要
な
場
所
で
働
く
、

閉
塞
感
の
な
い
自
由
な
環
境
を
整
え
、個
々
の
意

欲
、能
力
が
発
揮
で
き
る
W
E
B
型
組
織
を
更
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
も
、A
L
J
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
良
か
っ

た
と
社
員
の
幸
福
度
が
上
が
る
よ
う
な
会
社
創
り

を
目
指
し
ま
す
。

社内をリニューアルし、フリーアドレス化。大きな窓を活かした明るいオフィスに。部署間のコミュニケーシ
ョンが活発になり、固定席でないことからプロジェクトチームの編成が自由になった。
ラウンジスペースを設け、プロジェクターを設置したことで、成果発表や、セミナーの場として、また、漫画を
設置することで休憩時の交流の場として自由に利用されている。

Interview ▶ ALJ CEO

社
員
の
幸
福
度
が
上
が
る

会
社
創
り
が
し
た
い

ラウンジスペースラウンジスペース

フリースペースフリースペース

執務室執務室

外国籍のキャリアップサービス
「ALJ GLOBAL Career」 で入社した社員達
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ALJ GROUPの「企業理念」「ビジョン」「バリュー」

「 ICTをすべてのお客様に 」
私たちは人と人の繋がりが生み出す情熱や感動を大
切にしています。ICT サービスプロバイダーとしての
志を強く持ち、お客様に心から満足して頂くことが
我々の使命です。

企業理念　

「私たちは弊社と結びつきのある
 すべての人々の価値観を尊重します」

バリュー（価値観・行動指針）

「人口減少・少子高齢化問題を見据えた独自のビジネスモデル創出」

価値共創（コ・クリエイション）による独自コミュニティの創出

ビジョン

一、IT 導入での敷居を下げてすべてのお客様にICTを
一、IT 導入をシンプルにわかりやすく適正な価格で
一、IT 導入でお客様の ICTイノベーション+αを実現

私たちのミッション三か条 

私たちは、グローバリゼーションが生み出す次世代の
ビジネスコミュニティを見据え、ダイバーシティーを中核とした
「すべての人々の価値観を尊重する」というバリュー（価値観・行動指針）を
グループ全体で掲げています。

企業
理念

ビジョン

バリュー
（価値観・行動指針）

グローバリゼーション（世界化）とダイバーシティ（多様性）を基軸とした
独自のビジネスモデル構築

福嶋 将
ALJ DXTech CTO

【略歴】福岡出身。2012年、ALJにキャリア採用で技術者として入社。能力が認めら
れ経営戦略室社長補佐に就任。2014年留学情報ポータルサイト構築の為、ロサン
ゼルスにブリッジSEとして赴任。翌年帰国し、複数の事業部を掛け持つグループリー
ダーに就任。社員のキャリアパス形成に関わる。2016年、自らミャンマー出向を志願し、
ALJ Myanmar co.,ltd.の統括責任者就任、翌年にはバイスマネージャーとして経営
戦略含む総合ディレクションを歴任し、2020年7月、CEOに就任。

【略歴】岡山出身。2017年、高等専門学校卒業後、新卒で教育系通信販売を行う大手
企業の子会社にエンジニアとして入社。基板システムの改訂業務やAndroidタブレット
対応のアプリ開発を行う。2020年2月、DX技術の普及とエンジニアの技術向上を目
指し、有志によるITコミュニティーを代表として創設。瞬く間に数百人規模のコミュニ
ティとなる。同年5月、ALJ DXTech株式会社設立、CTO就任、ALJのICT事業本部の
マネージャーを兼任。

濵口 健次 
ALJ Myanmar CEO
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―
ま
ず
は
、A
L
J
入
社
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

濵
口　
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
大
手
の
I
T
企
業

に
新
卒
で
入
社
し
、
三
年
間
勤
め
ま
し
た
。そ
の
会

社
で
は
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
か
関
わ
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
他
の
業
界
に
興
味
が
出
た
こ
と
で
、
I
T

業
界
か
ら
一
旦
離
れ
、
三
年
間
フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て

様
々
な
業
種
を
経
験
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
や
っ

ぱ
り
僕
に
は
I
T
業
界
が
向
い
て
い
る
な
と
感
じ
、

再
就
職
し
た
の
が
A
L
J
で
し
た
。

当
時
の
A
L
J
は
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
の
研
究
開
発
も

し
て
い
た
の
で
、
ア
プ
リ
制
作
に
挑
戦
で
き
る
と

思
っ
た
の
が
入
社
の
理
由
で
し
た
ね
。

福
嶋
　
私
は
新
卒
で
地
元
岡
山
の
S
I
企
業
に

入
社
し
、
三
年
勤
め
て
か
ら
、
今
年
A
L
J
に
入

社
し
ま
し
た
。
前
職
で
は
教
育
系
通
信
販
売
を

行
っ
て
い
る
会
社
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
や
物
流
の
改

定
作
業
を
し
、
途
中
か
ら
東
京
に
移
動
し
、
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
の
ア
プ
リ
開
発
な
ど
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
な
の
で
、
業
務
内
容
に

は
満
足
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
思
い
描
く
よ

う
な
出
世
は
そ
こ
で
は
叶
い
そ
う
に
な
い
な
と
感

じ
て
い
た
と
こ
ろ
、ALJ Education Plus(

以

下
、A
L
J
E
P)

の
山
本
社
長
に
釘
嶋
社
長
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、お
話
を
聞
く
う
ち
に
A
L
J

は
エ
ン
ジ
ニ
ア
以
外
で
も
ス
キ
ル
の
幅
が
広
げ
ら
れ

そ
う
な
会
社
だ
な
と
思
い
、
A
L
J
に
入
社
す
る

こ
と
を
決
め
、
今
年
の
5
月
か
らALJ DX

Tech

（
以
下
A
L
J
D
X
）の
C
T
O
に
就
任
し
ま
し
た
。

 

大
企
業
か
ら
ベン
チ
ャ
ー
企
業
へ

大
手
企
業
を
経
験
し
て
か
ら
A
L
J
に
入
社

し
、現
在
子
会
社
で
C
E
O
、C
T
O
と
し
て
重

要
な
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
お
二
人
に
、そ
の
経

緯
と
A
L
J
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

―
A
L
J
に
は
子
会
社
が
複
数
あ
り
ま
す
が
、

A
L
J
グ
ル
ー
プ
構
想
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？

　「
今
の
仕
事（
本
業
）が
将
来
、
通
用
す
る
か
わ

か
ら
な
い
。そ
の
為
、
今
あ
る
も
の
だ
け
に
ぶ
ら

下
が
っ
て
い
る
の
は
危
険
で
あ
る
」
と
い
う
考
え

か
ら
、A
L
J
の
グ
ル
ー
プ
構
想
は
変
化
し
て
い

く
時
代
の
中
で
自
給
自
足
の
で
き
る
強
い
組
織
・

事
業
群
を
自
前
で
作
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
昨
今
、W
e
b
や
ニ
ュ
ー
ス
で
A
I
の
発
展
に

よ
り
10
年
後
に
無
く
な
る
職
業
が
騒
が
れ
た
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
実
際
に
自
身
の
目
の
前
の
仕
事

に
危
機
感
を
感
じ
、
行
動
に
移
し
て
準
備
し
て
い

る
人
が
日
本
に
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

他
人
事
な
が
ら
心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
低
迷
が
続
く
日
本
経
済
の
鬱
屈
と
し
た
中
で
も
、

A
L
J
グ
ル
ー
プ
は
未
来
へ
の
自
信
を
失
わ
な
い

た
め
、ピ
ン
チ
を
チ
ャン
ス
に
変
え
て
い
く
た
め
、グ

ル
ー
プ
会
社
の
新
規
設
立
を
事
業
の一
環
と
し
て
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
失
敗
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、本
業
で
あ
る
I
T
業
界
に

関
連
す
る
分
野
の
、海
外
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
や
I
T

ス
ク
ー
ル
事
業
、海
外
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

事
業
な
ど
は
着
実
に
実
績
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

今
後
も
、
会
社
を
起
業
し
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
る
若
者
が
現
れ
れ
ば
経
営
陣
と
し
て
挑
戦
さ
せ

て
あ
げ
た
い
し
、
仮
に
そ
の
事
業
が
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
も
グ
ル
ー
プ
会
社
の
違
う
分
野
で
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
れ
ば
い
い
。そ
れ
は
経
営
に
関
わ
ら
ず
、
別

業
界
か
ら
I
T
業
界
で
挑
戦
し
た
い
と
扉
を
叩
い

て
く
る
未
経
験
の
方
へも
言
え
る
こ
と
で
す
。ま
ず

は
、や
る
気
、
意
欲
を
評
価
す
る
企
業
風
土
で
あ

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
・
夢
は
な
ん
で
す
か
。

　
世
界
中
の
優
秀
な
人
材
が
平
等
に
評
価
さ
れ

集
ま
る
企
業
体
＝
同
志
群
を
創
り
た
い
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
世
界
標
準
）と
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー（
多
様
性
）は
、
私
達
A
L
J
グ
ル
ー
プ

が
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
2
大
キ
ー
ワ
ー
ド

で
す
。国
籍
や
年
齢
、性
別
、働
く
場
所
さ
え
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
な
環
境
を
実
現
し
、
個
々
の
能
力
を

正
当
に
評
価
で
き
る
仕
組
み
作
り
を
早
期
に
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
の
働
き
方
に
向
け
た
私
た
ち
の
取
り
組

み
は
、
必
ず
や
未
来
の
日
本
に
と
っ
て
も
良
い
影

優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
企
業
体

＝
同
志
群
を
創
り
た
い

全
て
の
出
会
い
が

や
が
て
シ
ナ
ジ
ー
を
生
み
出
す

響
を
与
え
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
A
L
J
の
”J
“は

”J
a
p
a
n
“と
い
う
意
味
で
す
。こ
れ
か
ら
の
日
本
に

お
い
て
も
働
き
方
の
変
化
や
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
止

ま
り
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
心
に
秘
め

て
い
る
の
が
、
私
は
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
生
粋
の
日
本

人
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
祖
国
の
日
本
に
誇
り
を
も
ち
、

日
本
の
文
化
を
継
承
し
、日
本
の
若
者
と
そ
の
未
来
を
元

気
に
し
て
い
け
る
一
人
の
社
会
人
で
あ
り
た
い
と

い
つ
も
胸
に
刻
ん
で
い
ま
す
。
子
供
達
が
未
来
に

夢
を
持
て
な
い
国
が
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
発
展

し
て
行
け
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
挑
戦

が
楽
し
み
で
す
。

ALJ  GROUP構想

海外人材マネジメント

海外オフショア拠点

人材支援 コミュニティ

DX技術専門戦略会社

ALJブランドによる
無料ITセミナー/サロン運営

海外 DX 次世代技術部門

教育

新宿ラボ
国内事業所・ラボ上流技術者

本体本体

開
発
連
携

開
発
連
携

I T教育専門会社人
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

パートナー会社 パートナー会社

ALJ IT Cafe

パートナー会社
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―
山
本
社
長
の
紹
介
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
こ
で

山
本
社
長
と
知
り
合
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

福
嶋
　
山
本
さ
ん
は
I
T
教
育
を
扱
う
子
会
社

の
社
長
を
し
な
が
ら
、
実
際
に
登
壇
も
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
私
の
新
卒
入
社
時
の
新
人
研
修

に
岡
山
ま
で
い
ら
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
私
は
学
生
時
代
か
ら
漠
然
と
起
業
し
た
い
と

い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
と
名
刺
交

換
を
し
て
、
東
京
で
社
長
を
し
て
い
る
人
だ
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
東
京
の
話
や
ど
う
や
っ
て
社
長
に
な

る
の
か
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
、そ
こ
か
ら
三
年
ほ
ど
連
絡
を
と
っ
て
い
て
、

D
X
の
会
社
を
立
ち
上
げ
る
と
聞
き
、
挑
戦
し
た
い

と
お
話
し
し
ま
し
た
。

―
三
年
も
前
か
ら
お
付
き
合
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

山
本
社
長
は
落
ち
着
い
た
方
で
す
が
、
慕
っ
て
つ

い
て
く
る
人
が
多
い
印
象
で
す
。

福
嶋
　
山
本
さ
ん
は
一
見
お
と
な
し
く
、
主
張
す

る
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
画
的
で
頭
脳

派
な
と
こ
ろ
に
、
憧
れ
が
あ
り
ま
す
。
皆
、
そ
ん
な

と
こ
ろ
に
惹
か
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
L
J
D
X
の
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
時
に
初
め

て
釘
嶋
社
長
と
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
釘
嶋
社
長

は
山
本
さ
ん
と
正
反
対
で
熱
い
人
で
す
。D
X
の

新
会
社
を
起
業
す
る
理
由
や
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
熱
く
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
お
2
人
の
バ
ラ
ン
ス
は
と
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。

濵
口
　
釘
嶋
社
長
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
だ
っ
た

の
で
、
パ
ワ
ー
の
あ
る
ト
ー
ク
が
得
意
で
す
よ
ね
。

お
客
様
へ
の
最
後
の
一
押
し
を
決
め
て
く
れ
ま
す
。

真
似
し
よ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
そ
の
情
熱
を
伝

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
人
に
好
か
れ
る
力
も

持
っ
て
い
て
、
釘
嶋
社
長
だ
か
ら
こ
そ
獲
得
で
き
た

お
客
様
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

―
そ
う
で
す
ね
。
採
用
面
で
も
面
接
で
釘
嶋
社
長

の
会
社
に
対
す
る
熱
意
に
共
感
し
、入
社
を
決
め

た
社
員
は
多
い
で
す
。

さ
て
、
お
2
人
は
大
手
企
業
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
A
L
J
に
転
職
し
た
わ
け
で
す
が
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
違
い
を
感
じ
ま
す
か
？

濵
口
　一
番
感
じ
る
の
は
、大
企
業
に
は
無
い
柔
軟
性

で
す
ね
。大
手
に
い
た
時
は
、大
卒
と
専
門
卒
の
差
を

大
き
く
感
じ
ま
し
た
。自
分
で
言
う
の
も
何
で
す
が
、

僕
は
、大
卒
、専
卒
入
り
混
じ
っ
た
同
期
の
中
で
も
一

番
成
績
が
良
く
、入
社
二
年
目
で
後
輩
の
教
育
を
任

さ
れ
た
の
で
す
が
、大
学
卒
の
後
輩
よ
り
給
料
が
安

か
っ
た
ん
で
す
。そ
の
理
由
を
聞
い
た
ら
専
門
学
校
卒

だ
か
ら
、と
の
答
え
で
し
た
。直
属
の
上
司
は
上
に
掛

け
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、結
局
会
社
の
給
与
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
に
な
り
、二
年
待
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ

が
っ
か
り
し
ま
し
た
。A
L
J
で
は
、働
い
て
い
く
中

で
評
価
さ
れ
、給
与
は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
き
、先

輩
を
抜
い
て
社
内
で一
番
給
与
を
も
ら
っ
て
い
た
時
期

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。A
L
J
は
実
力
で
評
価

さ
れ
る
会
社
だ
な
と
思
い
ま
す
。

福
嶋
　
A
L
J
に
転
職
し
て
、
ラ
フ
な
服
装
で
出

社
し
て
い
い
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
す（
笑
）。

前
職
で
は
、
仕
事
は
安
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
技
術

の
幅
が
狭
か
っ
た
の
で
技
術
力
は
伸
び
な
い
だ
ろ
う

な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
っ
て
も
挑
戦
で
き
る
の
は
一
部
の
人
だ
け
。で
も
、

A
L
J
な
ら
い
ろ
い
ろ
な
案
件
を
お
客
様
か
ら
い

た
だ
け
る
の
で
、
技
術
者
と
し
て
の
成
長
が
可
能
で

す
。
自
分
で
考
え
て
、
自
分
で
動
い
て
仕
事
を
取
っ

て
く
る
こ
と
も
で
き
る
し
、エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
も
、

そ
れ
以
外
の
面
で
も
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
仕
事
も
、
給
与
も
大
手
と
の
違
い

は
多
い
で
す
。
A
L
J
D
X
の
C
T
O
の
ポ
ス
ト
を

与
え
て
く
れ
た
の
も
A
L
J
の
実
力
主
義
と
柔

軟
性
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

―
A
L
J
で
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
起
業
す
る

魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

濵
口
　
や
っ
ぱ
り
、一
番
は
本
体
の
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
で
き
る
こ
と
が
一
番
大
き
い
で
す
ね
。

福
嶋
　
そ
う
で
す
ね
。
子
会
社
と
し
て
ゼ
ロ
か
ら

起
業
す
る
リ
ス
ク
な
ど
を
考
え
る
と
す
ご
く
あ
り

が
た
い
で
す
。

濵
口
　
僕
は
、当
初
か
ら
社
長
を
希
望
し
てA

LJ 
M
yanm

ar

（
以
下
、A
L
J
M
M
）の
C
E
O

に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、海
外
勤
務
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
っ
て
い
う
流
れ
で
す
ね
。

釘
嶋
社
長
の
お
客
様
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
い
て
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
開
発
の
た
め
ロ
ス
に一
年
半
滞
在
し
、

ブ
リ
ッ
ジ
S
E
と
し
て
本
社
と
や
り
と
り
を
し
て

い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。日
本
に
帰
国
後
、

A
L
J
M
M
か
ら
出
来
上
が
っ
て
き
た
も
の
の
品

質
チ
ェ
ッ
ク
を
担
当
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
う

に
も
納
得
で
き
る
品
質
で
上
が
っ
て
こ
な
い
。
ど

う
す
れ
ば
改
善
さ
れ
る
の
か
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た

時
、
直
接
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
出
向
い
て
み
て
、こ
れ
は

自
分
で
改
善
し
た
い
な
と
思
い
、
釘
嶋
社
長
に
申

し
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
い

つ
の
ま
に
か
C
E
O
に
な
っ
て
い
た
感
じ
で
す
。
今

で
は
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
て
日
本
で
も
通
用
す
る
レ
ベ

ル
の
も
の
が
仕
上
が
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

―
そ
の
経
験
か
ら
来
年
立
ち
上
げ
予
定
の

A
L
J
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
濵
口
さ
ん
に
と
い
う

話
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

濵
口
　
そ
う
で
す
ね
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
文
化
の

違
い
が
あ
る
の
で
試
行
錯
誤
も
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
A
L
J
M
M
の
経
験
を
生
か
し
て
、も
っ

と
早
く
成
功
さ
せ
る
自
信
は
あ
り
ま
す
。

―
グ
ル
ー
プ
会
社
同
士
の
協
力
関
係
は
あ
り

ま
す
か
？

福
嶋
　
A
L
J
D
X
は
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
な

の
で
こ
れ
か
ら
築
か
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

A
L
J
や
A
L
J
M
M
の
教
育
を
A
L
J
E
P

が
担
っ
て
、A
L
J
E
P
が
使
う
教
育
コ
ン
テ
ン

ツ
を
A
L
J
D
X
が
作
っ
た
り
す
る
の
も
で
き

た
ら
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
お

互
い
補
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

濵
口
　
僕
は
、こ
れ
か
ら
流
行
る
技
術
を
A
L
J

D
X
に
ア
ン
テ
ナ
を
は
っ
て
も
ら
っ
て
、
将
来
的

に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
D
X
チ
ー
ム
を
作
っ
て
も
い

い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
最
新
技
術
を
グ
ル
ー

プ
内
の
海
外
リ
ソ
ー
ス
で
で
き
る
環
境
を
作
れ
た

ら
強
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
今
、
目
指
す
と
こ
ろ

は
ど
こ
で
す
か
?

福
嶋
　
ま
ず
は
A
L
J
社
内
の
D
X
化
。D
X
っ

て
”デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
“の
他

に
”デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
“と
い
う

子
会
社
で
起
業
す
る
と

小
さ
な
リ
ス
ク
で
挑
戦
で
き
る
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﹁
経
験
を
生
か
し
て
次
の
挑
戦
を
﹂

﹁
技
術
者
と
し
て
︑

  

そ
れ
以
外
で
も
成
長
で
き
る
﹂

意
味
が
あ
り
ま
す
。”デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
“と
は
、
開
発
者
に
と
っ
て
快
適
に
働
く
た

め
の
、
高
速
な
開
発
環
境
や
文
化
、
組
織
、シ
ス

テ
ム
を
指
し
ま
す
。
ま
ず
は
そ
れ
を
社
内
で
成
功

さ
せ
た
い
で
す
。
そ
こ
か
ら
社
内
情
報
シ
ス
テ
ム
部

門
が
無
い
企
業
へ
の
技
術
の
提
供
を
し
、
持
続
性

の
あ
る
事
業
を
行
う
た
め
の
I
T
を
提
供
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

濵
口
　
そ
う
で
す
ね
。
A
L
J
内
で
D
X
化
で
き

る
部
分
が
い
く
つ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。つ
い
今
だ
け

を
見
て
し
ま
い
が
ち
だ
け
れ
ど
、
先
の
こ
と
を
考
え

て
I
T
を
し
っ
か
り
導
入
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

僕
の
目
標
は
、A
L
J
M
M
が
日
本
で
も
通
用
す
る

品
質
の
も
の
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
育
っ
て

き
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
い
る
の
で
、
僕
が
抜
け
て
も

会
社
が
回
る
組
織
を
確
立
し
、
僕
が
抜
け
た
分
の

人
件
費
を
彼
ら
に
還
元
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
最
近
ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
開
発
の
単
価

を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
よ
り
は

る
か
に
高
か
っ
た
で
す
。
僕
た
ち
だ
っ
て
十
分
品
質

が
良
い
も
の
を
作
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
今
後
、
そ

う
い
っ
た
海
外
の
案
件
を
獲
得
し
て
い
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
。お
客
様
に
は
高
品
質
な
シ
ス

テ
ム
を
提
供
で
き
る
し
、
僕
た
ち
に
は
大
き
な
利

益
に
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
ね
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
二 

人
の

今
後
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
！http://www.aljmyanmar.com/

IoT、AR・VR、Wearable、AI、Cloud、FinTech、Bigdata等を
用いた次世代デジタル(DX)技術開発

http://www.aljdx.com/

オフショア開発／海外人材教育／現地コンサルティング

ALJ Myanmarでは、JavaとPHPに特化し、Webアプリケーション開
発を得意としております。
ラボ型や一括受託での開発を軸とした業務を行っており、ブリッジSE
が駐在しているため日本との密な連携が可能です。 
日本クオリティの低価格・高品質なサービスをワンス
トップでご提供しています。

ALJ DXTechは、次世代デジタル（DX）技術に特化したシステム開発
を強みとし、Mobile App開発を始め、IoT、AI、Fintech、Cloud、
Bigdata等 、々今後主流となるデジタル技術を主軸としたALJ Group
の戦略的専門会社です。
ALJ Groupが長年培ってきたナレッジを基に、より
スピーディにより柔軟に、お客様のニーズにお応えい
たします。 所属に関わらず全エンジニアのスキルアップ向上のため、 

毎週のようにコミュニティのセミナーを行う福嶋さん

ミャンマーのヤンゴンにあるALJ Myanmarのオフィス
社員数増加により増床移転を計画中
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